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「上司に気に⼊られる部下」と「能⼒の⾼い部下」では出世するのは前者であると 
 
⼈間社会はとかく難しい。能⼒があるからと⾔って決して出世できるわけではないと⽇本
経済新聞のコラムは⾔っている。能⼒があって上司にも気に⼊られることが理想であるが、
もしも上司に能⼒がないのであれば部下は「⽖」を隠さなければならない。 
 
能⼒の有無、上司に気に⼊られるかどうか、の２×２の組み合わせでシミュレーションを⾏
うと、将来の会社の姿はどのようになるか？ 理想は能⼒があり上司に気に⼊られる⼈材
が昇進していくのが望ましい、と考えるのが普通である。 
 
しかしながら、能⼒というのはその切り⼝が多くあって実に難しいものである。ある上司は
A という分野に秀でているが、その部下が B という分野に秀でているとすれば、上司は必
ずしもこの部下の能⼒を認め、将来に道を開いてやるとは限らない。また、部下の持つ能⼒
B は未来永劫に会社の利益に寄与するという保証もない。 
 
誰が優秀で、誰がそうでないかは、上司の判断によるところが⼤きいが、時間の経過ととも
に価値の在り様も変化してくるという難しい問題をはらんでいる。 
 
してみると、ある問題が発⽣したとき、ゼロからその問題に取り組み、短期間でその問題を
解決できる⼈材が優秀となる可能性がある。会社は頭が軟らかくて発想豊かな、コミュニケ
ーション⼒と周囲への影響⼒の⼤きな⼈材を昇進させていくのが正解となる、と考えても
よいのでは。 
 
こう考えると、⽇本の⼈事制度は特に顕著な専⾨性はないが努⼒を惜しまず社交的な⼈材
を昇進させているのにも⼀理あるような気もする。論理⼒と決断⼒は必須と考えられるが。 
 
 
 
 
 
 


